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Ｐ３４  □負の数をかけること 

 

            正の数×正の数   小学校で 

            負の数×正の数   前の時間やりました。 

 

では、次に     正の数×負の数 について考えましょう。 

 

              （＋２）×（－３） 

 

              （＋２）×（＋３）＝＋６ 

              （＋２）×（＋２）＝＋４        ↓２ずつへっている 

              （＋２）×（＋１）＝＋２        この流れからいくと 

              （＋２）× ０    ＝０ 

              （＋２）×（－１）＝－２ 

              （＋２）×（－２）＝－４ 

              （＋２）×（－３）＝－６ 

 

              「正の数×負の数 は絶対値の積に負の符号をつけます。」 

 

例２           ７×（－５）＝－３５ 

 

問２  「やってみましょう」 

 

（１）５×（－６）＝－３０  （２）９×（－８）＝－７２  （３）１０×（－１０） 

                                                              ＝－１００ 

 

 では、最後に     負の数×負の数 について考えましょう。 

 

               （－２）×（－３） 

 

              （－２）×（＋３）＝－６ 

              （－２）×（＋２）＝－４        ↓２ずつふえている 

              （－２）×（＋１）＝－２        この流れからいくと 

              （－２）× ０    ＝０ 

              （－２）×（－１）＝＋２ 

              （－２）×（－２）＝＋４ 

              （－２）×（－３）＝＋６ 

 

              「正の数×負の数 は絶対値の積に正の符号をつけます。」 

例３    （－８）×（－５）＝＋４０ 
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問３  「やってみましょう」 

 

（１）（－４）×（－９）＝３６   （２）（－８）×（－７）＝５６ 

 

（３）（－１０）×（－１０）＝１００ 

 

  ここで   かけざんも   同符号→ 正 

                     異符号→  負      と覚えておけばよいことをいっておくと 

                     良い 


